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徒 女 性 の 宗 教 活動 の
一端 を明 ら か に す る こ とを

目的 とする。そ の 際、在家仏教徒女性の 宗教活

動の 多様性 を明 らか にす る手が か りと し て 、未

婚 女性の 日常生活 と仏教儀礼の 関連 を事例 とし

て 取 り上 げ、非 「出家 」志 向の 女性 間の 、宗教

活動 にみ られ る差異に留意 した考察を行 う。

　発 表 で は まず、未婚女性 の 世帯 内部で の 役 割

分担と、 宗教活動へ の 関わ り方に つ い て 述べ る。

そ し て 未婚女性 を中心 に結 成 され、宗教活動 を

行 う 「初転法輪組 」 と い う集 団 に つ い て触 れ、

そ の 集団が 「早 乙 女組 」 と い う農業労働 を行 う

た め に組織 された 集団を 中心 に 運 営 さ れ て い る

こ とを示す 。 次に 、未婚女性 を 中心 に組織 され

て い る 早乙 女組 に つ い て 、労働形態、雇用、運

営 方法等 につ い て 述べ 、調査村 に お ける 2 つ の

早乙女組の 比較か ら、早乙 女組が 農業労働 に よ

る効率的 な現 金収 入 を 目 的 と し て 結成 され た集

団で ある こ と を示 す 。 そ して 、前述の 初転法輪

組 の 事例 に加 え、ある早 乙女組が 行 っ た喜捨の

事例 と、喜捨式 と い う仏教儀礼 へ の 参加 の 様子

等の 事例か ら 、 農業労働を行 うた め に組織 され

た早乙女 組 が 、未 婚女性 が 集団 と し て 関 わ る 仏

教儀礼 に お い て も、重要 な位置を占め て お り、

特 に 早乙女 組 の リ
ー

ダ
ーは 、 自ら の 組の み な ら

ず、未婚女性全 体の 牽引 役 を担 っ て い る こ とを

示す 。 こ れ らか ら、調査村にお け る 未婚女性 の

世代で は 、早 乙女組 と い う農業労働 を行 うた め

の 集団が 、宗教活動を行 う単位 とな っ て い る こ

とを明らか に する 。

　 最 後 に 、初転法輪組の 他に 、調査 村 に お い て

組織 されて い る宗教 活動 を行 う集団の 中で 、主

に女性が 関 わ る もの に つ い て 簡単に触れ る。i斎

飯供与 当番」、 「4 地区 4 頭 斎飯供 与組 」 とい っ

た僧侶 へ の 食事 の 提供を主 とする集 団は、世 帯

単位で 組織 され る ため、既婚女性が その 活動の

中心 を担 っ てお り、「大雨安居持戒組」 と い う雨

安居 に 8 戒を遵守する 集団 は 、農業労働か らも、

世帯で の 責務か らも解放 され た年配女性の みが 、

個 人 として参加す る集団 とな っ て い る 。 こ の よ

う に 調 査村 に お い て 、未婚女性 の 世代 を含 め た

女性の 宗教 活動は、そ の 女性の 属す る社会 的カ

テ ゴ リ
ー

の違 い に基づ い て組織 された集団毎に 、

多様 な様相 を呈 して い る こ とか ら、非 「出家 」

志向の 在家仏教徒 女性の 宗教 活動 を考察す る上

で は 、個 人の 宗教活動 だけ で は な く、集団と し

て の 活動に も着目する 必要が あ る とい える 。

大会報告

タ イ 産高級米 ジ ャ ス ミン ・ラ イ ス の 生産 と

輸出
一東北 タイ か ら世界市場 へ

一

　　　　　　　　　　　 宮 田敏之 （天理大学）

　 タ イ 国 は、2001年以 降、年 間 700万 トン を

超 える米の 輸出 を記録 し、世界
一

の 米輸出国 と

し て の 地 位 を確 か な もの に して い る 。 し か し な

が ら、タイ の 米輸出の 特徴 は、単 に世界最大の

米輸出 国 で あ る とい う点だけで はな く、世 界市

場 にお い て、イ ン ド産 の バ ス マ テ イ ・ラ イ ス

（Basmati　Rice）と並 び称 され る 高級米ジ ャ ス ミ

ン ・ラ イ ス （Jasmine　Rice ： タイ語 Khao　HQm

Mali）の 生産地 と輸出地である と い う点に ある 。

　 こ の ジ ャ ス ミ ン ・
ラ イス の 特徴 は、以 下の 4

点に整理 で き る と考える。

（1）高価格 ；独特の 香 りと風味 をもつ た め 、香

港や シ ン ガポ
ー一

ル な どの ア ジ ア市場 は もとよ り、

ア メ リ カ合衆 国や 欧州 に お い て もジャ ス ミ ン
・

ラ イス の 需要 は大 き く、2001年で み る と約 130

万 ト ン が 輸出 されて い る 。 こ の 輸出量は、タ イ

の 米輸出全体の 20 パ ーセ ン ト弱で はあ るが 、そ

の 年平 均輸 出価格 （トン 当た り） は 2001年が

360ア メ リ カ ドル で 、普通 白米の 輸出価格 188

ド ル の 2 倍 に相 当す る 高値 で あ り、2003 年 に は

ジ ャ ス ミ ン ・ラ イス が 506 ドル 、後者が 203 ド

ル とな っ て い る 。

（2） ジ ャ ス ミ ン
・ラ イ ス の 品種 ； ジ ャ ス ミ ン ・

ライ ス と して タ イ国内外 で 流通 して い る米 の 大

部 分は 、「カ ー
オ

・
ド
ーク ・

マ リ 105 （Khao 　Dok

Mali　 lO5 ： こ の Khao は 白 い の 意味）」 とい う品

種であ る 。 この稲は、1950年代以降 、 ア メ リ カ

政 府 の ミ ッ シ ョ ン と し て タ イ に 赴 い た コ ーネ ル

大学の 農学者ハ リ
ー ・H ・

ラ ブ （Dr ．　Harris　H ．

Love ）教授と タイ国農業省 （当時）がお こ な っ

た在来種の 収集調査 の 中 で 、タイ中央部 の チ ャ

チ ュ ンサ オ県 の バ ー ン ク ラ
ー

郡にお い て 採取 さ

れた香 りの 良 い 在来種 の 中か ら選 抜 され た もの

である 。

（3 ）東北 タ イ ； こ の カ ーオ ・ド
ー

ク ・マ リ 105

とい う米の 生産は 、タ イを代表する穀 倉地帯で

あるチ ャ オ プ ラヤ 川 流域 で は な く、比 較的降水

量 の 少 な い 、なだ らかな高 原地 域 の 東北 タ イ

（イ
ー

サ
ー

ン 地方）を中心 とす る 。 塩分 を含み 、

砂地 の よ うな、東北 タ イ の 乾燥す る大地 で 栽培

する 方が 、 よ り芳醇な香 りを発す るか らだと さ

れ て い る。

（4 ） 新 た な香 り米 の 開 発 ： カ ー
オ

・ドーク ・

マ リ 105以 外 の 香 り の 良 い 米 の 生 産 を 目指

して 、農業 ・協 同組 合 省 農業 研 究 局 （Krom
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Witchakan　Kaset）は 1980年代以降、品種改良

実験 をお こ な っ て きた。そ の 主た る 目的 は、東

北 タ イ以外 の 中部 タ イや北 タ イで も栽培可能

で 、しか も乾季作 も可 能な、新 た な香 り米 の 開

発 で あ っ た。そ の 結 果、ホ
ー

ム ス パ ン ブ リ
ー

（Hom 　Suphanburi）、ク ロ ーン ル ア ン 1 （Khlong

Luang1）、バ トゥ ム タニ ー 1 （Pathumuthani 　1）

とい う品種が 開発 され、香 り米として 、つ まり、

ジ ャ ス ミ ン ・ラ イ ス と して と し て 国内外で 流通

して い る 。 中で も、 2000年か ら栽培奨励がお こ

な わ れ て い る バ ト ゥ ム タ ニ ー 1 と い う品種 は、

香 り自体 は カーオ ・ドーク ・マ リ 105 よ りも劣

る とさ れ て い るが 、収量 は カーオ ・ドーク ・
マ

リ 105の 2倍近 くに達 し、中部 タイにおけ る乾

季作 も可能なた め 、 近年そ の 生産は急速 に拡大

して い る 。

　本発表で は 、まず、カ
ー

オ ・ド
ー

ク ・
マ リ 105

が 、 どの よ うに 、 在来種 と して 収集 され 、 栽培

実験 を経 て 東北 タ イに 生 産が広が り、 海外 市場

に紹介され た の か ？を整理 し、高級米 ジ ャ ス ミ

ン ・ラ イ ス の 生 産 ・輸 出の 拡大過程 を検証する 。

戦前期 におい て は 、 民間の 華僑 系ラ イス ビジ ネ

ス ・セ クタ
ー

を中心 に米 の 輸出経済 は発展 した

が 、 戦後の 米輸 出経済の 成長 に は 、 ジ ャ ス ミ ン ・

ラ イ ス に見 られ る よ うに 農業省や 商業省な ど政

府諸機関が相当程度 の 重要な役割を果た した点

を強調 した い
。

　 また 、 高級米 と して 評価 され るが ゆ えに 精米

や 流 通段 階 で 頻 発 した低級米の 混入 に よ る ジ ャ

ス ミ ン ・ラ イ ス の 品質劣化問題 、 お よび 、 こ の

問題 に対す る タ イ政府 とタイ米輸出協会 など の

対応 に つ い て 分析 し、ジ ャ ス ミ ン ・ラ イ ス の 生

産 と輸 出拡大 に 立 ちはだ か る 難問 をど の よ うに

解決 しよ うと して きたか を検討する 。

　 しか しなが ら、近 年、農業研究局の 下 で 改良

が 進め られ、中部 タイや 北部 タイ で 栽培可能 と

な っ た香 り米、つ ま りバ トゥ ム タニ ー 1の 生 産

が 拡大す る中で 、新た な問題 の 発生 も指摘 され

て い る 。
つ ま り、

こ の 高収量か つ 二 期作可能な

米が ジ ャ ス ミ ン ・ライ ス として 国内外市場に大

量 に 出回 り、急激な供給増大に よる価格低落と

カ ー
オ ・ド

ー
ク ・マ リ 105へ の 違法 な混入 に よ

る 品質の 低下 を もた らすの で は な い か とい う懸

念である。本発表で は、こ の 点に も言 及 し、ジ ャ

ス ミ ン ・ラ イ ス をめ ぐる今後 の 課題 に つ い て も

言 及 した い 。
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ア ンコ ール 水利都市説批判

　　　　 福井捷朗 （立命館アジ ア太平 洋大学 ）

　 ア ン コ ール の バ ラ イ灌漑 と い う通説に 対 し て

は、1980年代以降、多少 とも疑義をもつ 者が増

加 した。1980年の フ ァ ン ・リエ レ の 論文の 影響

が大 きい と思 われ る 。 す な わ ち彼は 、水 の 取 り

出 し
・
分配 装置が存在 して い な い こ とを指摘 し

た。取 り出 し装置の 欠如 に関 して は、C．　Pottier

の 反論が ある 。 すなわち、「未発見 は、不存在の

証 明に はな らな い 」 と。 しか し、ビ ル マ や ス リ

ラ ン カ の ドラ イ ゾ ーン
、 日本 、 中国、韓国 の 例

か らみ て 、大規模溜池か らの 取 り出 し装 置は か

な り大規模で、も しバ ラ イに も存在 して い れ ば、

未発 見の 可 能性 は 小 さい
、 と発 表者 は考 え る 。

1934−35年に 西 バ ラ イ の 土堤 を
一

部削 っ て 水を取

り出す実験が 行わ れ たが 、水位 の 下 降 に伴 っ て

掘 り下げを繰 り返 し 、 翌年 に は埋 め戻 さね ば な

らず、実用的 とは思 わ れな い 。 また Pottierは、

西 バ ラ イ下 流 側 の 水路 と水 田 区画が ア ン コ
ール

時代の 灌漑網を示す と して い るが 、東南 アジ ア

にお け る低地水制御
一

般 と基本的に変 わ る とこ

ろが な い の で、必ず しも灌漑 を示唆は しない と、

発表者は考 える 。 水 の 取 り入れ 方法 も謎 に包ま

れ て い る。取 り入 れ 口 に 関 して も、な ん らの 構

築物の 痕跡 を見 る こ とが で きな い 。Dumarcay

は、遠 く離れ た川 か ら分枝 した水路 を高 い 土堤

の 上 に走 らせ た として い るが 、物証は な い 。
バ

ライ灌漑説 に対 して Acker は、そ の 地理的位置

か ら して そ もそ も灌漑 を 目的 と して い た とは 思

わ れ な い として い る 。 バ ライ は河川 を堰 き止め

る位置 には な く、通 常 の 溜池 の 位置 と は まっ た

く異な る。

　バ ラ イが 灌漑用 で は なか っ た と した ら、い か

なる稲作が 当時の ア ン コ ール の 人口 を養 っ た の

か ？周 達観が 述 べ る減水 期稲 に つ い て は 、そ

の 低生 産性 か ら余剰米 を生 産 しえなか っ た と

Groslierは考 えたが、　 Fox らの 最近の 研究で は、

十分都市人 ロ を養 える と して い る 。 現在 の シ ア

ム レ ア プ周辺 の 水田 は、け っ して 天水 田で はな

く、タ ム ノ ッ プ と呼 ばれる土堰溢流灌漑 に よ っ

て い る 。 こ の 地の 年平均降水量 は 1，440mm で あ

り、小規模 な補助灌漑で も相 当の 生産性 を達成

す る こ とは可能で ある。

　 バ ラ イか らの 蒸発量 は 、お そ ら く降水量 を多

少上回 る程度 と思 われ る 。 で ある な らば 、 その

目的が水 の 貯留その もの にあ っ て 、水 の 消費で

は な い 場合、バ ラ イ の 常時貯留は比 較的少量の

水の 補給で達成可 能 と思 わ れ る 。 ア ン コ
ール都
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